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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

 

令和７年第１回定例町議会において次のように質問したいから通告します。 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  （具体的にご記入願います） 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道の安全性

と維持管理  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県八潮市で大規模な道路陥没が発生した。下水道管が経

年劣化で損傷し、周辺の土砂が吸い込まれ、路面下に空洞が発

生し道路が陥没したものである。 

本町では、一般的な下水道管の耐用年数である５０年を超え

るものは少なく、定期的な点検及び保守の実施により、これま

でに下水道管損傷による陥没事故は発生していないが、現状で

の安全性と維持管理を伺う。 

 

① 本町内には、今回の陥没原因に類似するような、早急な対

応が必要な箇所はあるか。 

② 今回の陥没事故を受けて、本町での緊急点検の実施予定は

あるか。 

③ 特殊な状況により、下水道管老朽化の早期進行・損傷も想

定される。現在の対応状況を伺う。 

④ 本町では、直径４５ｃｍ未満の比較的細い下水道管が埋設

されているため、万が一陥没事故が発生した場合でも、大

規模な陥没が発生する可能性は低い。 

しかし、小さな陥没でも転落事故等の被害や下水道の使用

制限は起こり得る。道路陥没発生時における、緊急通報体

制・緊急対応策を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

（ ２ ） 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  (具体的にご記入願います） 備 考 

２ 

 

商工業者増加対策 商工業者の増加による商工業振興は、にぎわいのある活気あ

ふれるまちづくりにつながる。 

商工業者の増加には、創業支援や企業誘致に加え、事業者の

廃業抑制支援が重要である。したがって、担い手育成や経営基

盤強化支援で、事業の継続性を高める必要があると考える。 

地方自治体として、地域の中小企業・小規模企業の役割を重

視し、その振興を行政の柱としていくことを明確にし、活用し

ていくことは重要である。 

 

① 第６次阿久比町総合計画には、商業の基本方針として、「商

業者の活力の向上を目指し、担い手の育成や経営基盤の強

化を進めます。」とあるが、進捗状況を伺う。 

② 半田市の「半田市起業・会社設立支援補助金」制度は、地

域経済の活性化と雇用創出のための独自施策で、市内での

会社設立に係る登記申請等の費用・司法書士等の報酬の 

５０％以内、２０万円を限度とし、予算の範囲内で補助し

ている。本町でもこの支援制度の整備を検討してはどうか。 

③ 本町では今後廃業する商工業者数の推移をどのように予測

しているか。 

④ 兵庫県豊岡市では、「豊岡市継業バンク」として、事業を「継

いで欲しい人」と「継ぎたい人」をつなげるサービスを実

施している。継業情報をインターネット上に掲載し、全国

から事業の担い手を探すものである。 

他市町の創業希望者を本町へ呼び寄せ、担い手不足の解消

で商工業者数減少抑制の一助になると考える。移住と事業

承継をセットにした支援制度の導入を検討してはどうか。 

⑤ 商業振興の具体的なビジョンを示し、行政・関連団体が、

商工業者へ寄り添う伴走型支援を行うまちの姿を町内外で

発信することは、創業地としての選択や事業継続動機の醸

成に貢献する。 

具体的なビジョンを示すためにも、普遍的な基本理念が必

要で、「中小企業・小規模企業振興基本条例」が相当すると

考える。現在、多くの自治体でも条例化されているが、本

町でも条例の整備を検討してはどうか。 

 

 

 

 

 


